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様式２ 
 

生産行程管理業務規程 
 

作成日：平成 28年 10月 17日 

更新日：令和 ６年 ４月 １日 

１ 作成者 

住所（フリガナ）：（〒683-0802）鳥取県
ﾄ ｯ ﾄ ﾘ ｹ ﾝ

米子市
ﾖ ﾅ ｺ ﾞ ｼ

東福原
ﾋｶ ﾞ ｼ ﾌ ｸ ﾊ ﾞ ﾗ

1-5-16 

名称（フリガナ）：鳥取
ﾄ ｯ ﾄ ﾘ

西部
ｾ ｲ ﾌ ﾞ

農業
ﾉ ｳ ｷ ﾞ ｮ ｳ

協同
ｷ ｮ ｳ ﾄ ﾞ ｳ

組合
ｸ ﾐ ｱ ｲ

 

代表者（管理人）の氏名：代表理事組合長 中西 広則 

ウェブサイトのアドレス：http://www.ja-tottoriseibu.or.jp/ 

 

２ 農林水産物等の区分 

区分名： 第２類 野菜類 

区分に属する農林水産物等：ブロッコリー 

 

３ 農林水産物等の名称 

名称（フリガナ）：大山
ダイセン

ブロッコリー、Daisen Broccoli 

 

４ 明細書の変更 

鳥取西部農業協同組合は、法第 16 条第１項の変更の登録を受けるときは、当該変

更の登録に係る明細書の変更を行うものとする。 

 

５ 明細書適合性の確認 

（１）栽培の方法の確認 

生産者毎に圃場管理台帳・栽培管理表を記載・提出をさせ、各々の記載内容につ

いて鳥取西部農業協同組合の担当職員が照合・確認することにより、栽培方法を遵

守しているか否かを確認する（下図のとおり）。また、集荷所において鳥取西部農

業協同組合の検査員が検品（ランダム抽出・サンプル検査）し、栽培の方法・品質

基準を遵守しているか否かを確認する。 

鳥取西部農業協同組合の担当職員は、栽培の方法が遵守されていないことが疑わ

れる場合には、臨時的に現地調査を実施する。 

毎年、出荷開始前等には、生産者を集めて目合わせ会を開催し、品質の平準化を

図る。 
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  ① 栽培の方法・出荷方法の各基準のいずれかを満たしていないブロッコリーにも

かかわらず、地理的表示である「大山ブロッコリー」及び登録標章が使用されて 

いるブロッコリー 

  ② 地理的表示である「大山ブロッコリー」のみが使用されているブロッコリー 

  ③ 登録標章のみが使用されているブロッコリー 

  ④ 地理的表示である「大山ブロッコリー」に類似する表示又は、登録標章に類似

する標章が使用されているブロッコリー 

（２）鳥取西部農業協同組合は、生産者に対し、地理的表示である「大山ブロッコリー」

及び登録標章の適正な使用について、前記５（１）の目合わせ会の際に、周知徹底

を図る。 

 

８ 地理的表示等の使用の指導 

鳥取西部農業協同組合は、前記５（１）の確認の際に以下に該当する場合は、生産

者に対して警告を発し、是正を求める。なお、警告を受けたにもかかわらずこれに従

わない場合には、当該生産者の産品に対して地理的表示「大山ブロッコリー」又は登

録標章を付した状態での出荷を禁止する。 

  ① 栽培の基準・出荷方法の各基準のいずれかを満たしていないブロッコリーにも

かかわらず、地理的表示である「大山ブロッコリー」及び登録標章が使用されて

いる場合 

  ② 地理的表示である「大山ブロッコリー」のみが使用されている場合 

  ③ 登録標章のみが使用されている場合 

  ④ 地理的表示である「大山ブロッコリー」に類似する表示又は、登録標章に類似

する標章が使用されている場合 

 

９ 実績報告書の作成等 

鳥取西部農業協同組合は、８月１日から７月 31日までを一年度として、年度終了

後２か月以内に、以下の書類を作成し、農林水産大臣に提出するものとする。 

（１）特定農林水産物等審査要領別添５「生産行程管理業務審査基準」により作成した

生産行程管理業務実績報告書 

（２）生産行程管理業務の対応実績が分かる資料として、以下の資料 

鳥取西部農業協同組合が行った事業実績がわかる書類（販売品荷受票の取りまとめ

表等） 

（３）提出時における最新の明細書 

（４）提出時における最新の生産行程管理業務規程 

 

10 実績報告書等の保存 

鳥取西部農業協同組合は、前期９の規定に基づき作成した書類及び鳥取西部農業協

同組合の構成員である生産者が作成し、鳥取西部農業協同組合に提出した圃場管理台

帳・栽培管理表を、鳥取西部農業協同組合の各支所において、その提出の日から５年

間保存するものとする。 
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11 連絡先 

 

 

     

 

 

 




